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	この遺伝子は、アベルソン相互作用因子ファミリーに属するアダプタータンパク質をコードしています。これらのタンパク質は、複数の多タンパク質複合体の構成要素としてシグナル伝達を促進し、アベルソンチロシンキナーゼとの相互作用を介してアクチンの重合および細胞骨格リモデリングを制御します。コードされているタンパク質は、WAVE2複合体の構成要素としてマクロピノサイトーシスに関与するほか、EPS8およびSOS1と複合体を形成し、RasからRacへのシグナル伝達を媒介します。この遺伝子は、悪性黒色腫、大腸がん、乳がんなどの複数の悪性腫瘍の進行に関与している可能性があり、この遺伝子とMLL遺伝子を含むt(10;11)染色体転座は急性骨髄性白血病と関連付けられています。この遺伝子については、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されており、この遺伝子の擬似遺伝子は染色体14の長腕に位置しています。[RefSeq提供]代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです、疾患：ABI1に関連する染色体異常は、急性白血病の原因です。転座t（10;11）（p11.2;q23）とMLL。急性白血病MLL-ABI1融合転写産物にABI1アイソフォーム2が存在することがわかりました。、ドメイン：t-SNAREコイルドコイル相同ドメインは、STX1Aとの相互作用に必要かつ十分です。、機能：非受容体チロシンキナーゼABL1および/またはABL2と相互作用することにより、細胞増殖および形質転換の負の制御に作用する可能性があります。EGF誘導性Erk経路活性化の細胞骨格の再構成およびEGFRシグナル伝達に関与する。EPS8と共に、RasからRacへのシグナル伝達に関与する。in vitroにおいて、ABI1、EPS8、およびSOS1の三量体複合体はRac特異的なグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）活性を示し、ABI1は複合体においてアダプターとして機能すると考えられる。ABL1/c-Ablを介したMENAのリン酸化を制御する。WASF1をラメリポディアにリクルートし、そこでWASF1タンパク質レベルを制御すると考えられる。,PTM：v-Ablのin vitro基質（類似性による）。血清刺激またはv-Ablによる誘導後、チロシン残基がリン酸化されます。,類似性:ABIファミリーに属します。,類似性:1つのSH3ドメインを含みます。,類似性:1つのt-SNAREコイルドコイル相同ドメインを含みます。,細胞内局在:突出したラメリポディアおよびフィロポディアの先端に局在します。また、神経細胞の成長円錐およびシナプトソームにも局在します。,サブユニット:ABL1、MENA、STX1A、SNAP25、VAMP2、EPS8と相互作用し、N末端を介してWASF1とも相互作用します。ABI1、STX1A、およびSNAP25からなる複合体の一部です。ABI1、EPS8、およびSOS1からなる複合体の一部です（類似性による）。SOS1、SOS2、GRB2、SPTA1、およびNCK1の最初のSH3ドメインと相互作用します。アイソフォーム6はNCK1と相互作用しない。ABI1、CYFIP1/SRA1、NCKAP1/NAP1、WASF2/WAVE2からなるWAVE2複合体の構成要素である。,組織特異性：広く発現しており、脳で最も高い発現を示す。,
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